
チ
ー
ム
医
療
の
質
を
上
げ
る

２
つ
の
要
件
と
は

在
宅
医
療
は
、
地
域
の
社
会
資
源
を

基
盤
に
お
い
た
多
職
種
が
連
携
す
る

チ
ー
ム
医
療
で
す
。
チ
ー
ム
医
療
の
質

を
上
げ
る
た
め
の
要
件
は
、

①
良
質
な
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
：Inform

ation and C
om

m
u-

nication Technology

を
利
用
し

て
、
連
携
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
抑
え

る
）

②
各
参
加
メ
ン
バ
ー（
参
加
施
設
）の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
上
げ
る（
教
育
環
境

の
整
備
）

の
２
点
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
当
法
人

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
し
て
、
良
質

な
地
域
医
療
・
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
法
人
内
ス
タ
ッ
フ
の

業
務
効
率
化
と
経
営
改
善

前
回
も
述
べ
た
よ
う
に
、
鹿
児
島
市

内
に
多
職
種
連
携
に
よ
る「
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
在
宅
医
療
・
介
護
シ

ス
テ
ム
」（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）を

構
築
す
る
こ
と
が
、
１
９
９
９
年
の
開

業
当
初
か
ら
の
私
の
目
的
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
フ
ル

活
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
電
子
カ
ル
テ（「
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
」＋
医
療
用
の
画
像
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
・
診
療
支
援
ソ
フ
ト「RS_

Base

」）、株
式
会
社
カ
ナ
ミ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
有
限
会
社
ミ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
ズ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
常
勤
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
電
子
カ

ル
テ
と
法
人
内
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
以

下
、
法
人
内
Ｍ
Ｌ
）を
活
用
で
き
る
環
境
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に
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は

一
定
の
教
育
期
間
を
必
要
と
し
ま
し
た

（
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
お
互
い
に
学
ぶ
環
境

の
構
築
）。
そ
れ
で
も
全
員
で
取
り
組
ん

で
き
た
の
は
、
診
療
記
録
お
よ
び
訪
問

看
護
記
録
、
介
護
記
録
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
上
で
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

患
者
状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
チ
ー
ム
医

療
と
し
て
の
診
療
・
介
護
の
レ
ベ
ル
が

格
段
に
向
上
す
る
、
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
こ
の
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
チ
ー

ム
医
療
の
実
践
と
、
医
療
・
介
護
の
質

の
向
上
が
、
法
人
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
大

き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
３
月
の
ケ

ア
タ
ウ
ン
・
ナ
カ
ノ
の
設
立
に
伴
う
法

人
ス
タ
ッ
フ
の
増
加
に
対
し
、
法
人
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
効
率
は
さ
ら
に
威
力
を
発
揮

す
る
だ
ろ
う
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
チ
ー
ム
医
療
の
質
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
全
体
の
効
率

化
や
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
経
理
面
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

進
め
、集
金
は
銀
行
引
き
落
と
し
と
し
、

支
払
い
は
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
。

人
事・労
務
面
で
も
、法
人
内
の
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
法
人
内
Ｍ
Ｌ
で
の
情
報
共
有

化
を
図
っ
て
い
る
た
め
、
誰
か
が
休
ん

で
も
ほ
か
の
人
が
患
者
さ
ん
や
連
携
し

て
い
る
施
設
な
ど
へ
の
対
応
が
で
き
る

こ
と
で
、
完
全
週
休
２
日
制
、
有
給
休

暇
の
完
全
消
化
が
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

現
在
目
指
し
て
い
る
の
は
、
残
業
な
し

の
職
場
環
境
で
す
。と
は
い
え
、ス
タ
ッ

フ
は
完
全
週
休
２
日
制
で
は
あ
り
ま
す

が
、
在
宅
医
療
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

法
人
全
体
と
し
て
は
年
中
無
休
、
24
時

間
３
６
５
日
体
制
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
用
す
る

法
人
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
と

多
職
種
連
携（
チ
ー
ム
医
療
・
介
護
）の
実
践

地方都市型
鹿児島県鹿児島市

【第2回】

ⓒ sherry_1113 - Fotolia.com

中
野
一
司  

医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
理
事
長

な
か
の・か
ず
し
●
１
９
５
６
年
、鹿
児
島
県
阿
久
根
市
生
ま
れ
。東
京
理
科
大
学
薬
学
部
に
入
学
。薬
剤
師
免
許
取
得
後
、鹿
児
島
大
学
医
薬
部
に
再
入
学
し
て
医
師
免
許
取
得
。87
年
４
月
に
鹿
児
島
大
学
病
院
第
３
内
科
入
局
、

95
年
３
月
に
同
大
医
学
部
大
学
院
内
科
系
卒
業
、医
学
博
士
。99
年
９
月
、ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
、２
０
０
３
年
10
月
、医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会
理
事
長
。12
年
５
月
、ナ
カ
ノ
在
宅
医
療
連
携
拠
点
セ
ン
タ
ー
を
設
立

(C) 2015 日本医療企画.



ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

時
間
を
利
用
し
て
、
４
週
間
に
1
回
、

連
携
薬
局
５
施
設
の（
訪
問
）薬
剤
師
を

交
え
て
の「
服
薬
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」を

開
催
。
さ
ら
に
、
不
定
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
訪
問
歯
科
医
と
合
同
で
、「
摂
食

嚥
下
合
同
回
診
・
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」も
行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
や
地
域
の
介
護
職
と
一

緒
に
提
供
す
る
チ
ー
ム
ケ
ア
に
と
っ
て
、

あ
る
い
は
在
宅
療
養
を
行
う
患
者
と
家

族
に
と
っ
て
、「
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
は
論
を
ま
ち

ま
せ
ん
。
た
だ
、
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
よ
く
な
い
た
め
に
、
開
催
回

数
は
多
く
で
き
な
い
の
が
他
施
設
の
現

状
の
よ
う
で
す
。

当
法
人
で
は
、
患
者
の
退
院
時
、
ま

た
は
容
態
変
化
時
に
合
わ
せ
、
積
極
的

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
働
き
か
け
て
、

頻
回
に
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
頻
回
に
開
催
す
る
の
は
、
そ
の
教
育

効
果
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ

の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
、
法
人
内

外
の
教
育
活
動
の
一
環
と
考
え
れ
ば
、

教
育
投
資
を
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
り

ま
す
。
２
０
０
８
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど

に
お
け
る
連
携
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

出
し
合
い
、
楽
を
し
て
、
仕
事
の
質
を

高
め
る
。
そ
し
て
、
し
っ
か
り
勉
強
し

て
自
分
の
仕
事
の
価
値
を
高
め
、
そ
れ

に
よ
っ
て
当
法
人
全
体
の
価
値
も
高
め

て
、
自
ら
の
収
益
を
増
や
し
、
快
適
な

職
場
環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う
に
、
ス

タ
ッ
フ
全
員
で
経
営
努
力
を
し
て
い
る

の
で
す
。

法
人
内
外
に
お
け
る

教
育
環
境
の
整
備

法
人
内
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
や
資
質
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う
意
味
で
は
、
開

設
時
の
理
念
と
目
標
の
一
つ
に「
法
人

内
外
の
勉
強
会
の
励
行
」を
挙
げ
て
い

ま
す
。
法
人
内
で
は
、
月
〜
土
曜
日
の

朝
８
時
半
〜
９
時
に
行
っ
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
討
論
・
勉
強
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
）。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
際
し
て
は
前
日
の

患
者
の
情
報
な
ど
を
共
有
す
る
た
め
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
法
人
内
Ｍ
Ｌ
を
通
じ

て
情
報
交
換
し
、
朝
、
必
ず
法
人
内
Ｍ

Ｌ
に
目
を
通
し
て
か
ら
出
勤
し
て
き
ま

す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
医
師
、
看

護
師
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
す
べ
て
が
対

等
な
立
場
で
、
互
い
に
見
直
す
べ
き
と

こ
ろ
を
指
摘
し
合
い
、
改
善
点
を
検
討

し
ま
す
。

た
め
に
、
携
帯
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
を

有
効
利
用
し
て
お
り
、
携
帯
電
話
は
全

ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
対
応
で
す
が
、
緊

急
時
以
外
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

電
子
メ
ー
ル
で
済
む
用
事
は
電
子
メ
ー

ル
を
使
用
し
処
理
す
る
約
束
と
な
っ
て

い
ま
す
。
車
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン

が
、
当
法
人
の“
三
種
の
神
器
”で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
ま
で
に
法
人

内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
経
営
状
態
を
良
く
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
き
ま
し
た
。当
法
人
で
は
、

「
一
生
懸
命
働
か
ず
、
賢
く
働
こ
う
」を

合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。
皆
で
知
恵
を

必
要
な
仕
事
を
つ
く
っ
て
い
け
ば
、

お
金
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
。こ
れ
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
当
法
人
の
経
営
哲

学
で
す
。

非
公
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
法
人

で
は
現
在
ま
で
に
、
医
師（
研
修
医
、
勤

務
医
、
開
業
医
）、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
医
学
生
、
看
護
学
生
、
教
員

な
ど
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
研
修
者
は

年
間
１
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
08
年
３
月
か
ら
私
は
鹿
児
島
大
学

医
学
部
の
臨
床
教
授
に
就
任
し
、
当
法

人
は
鹿
児
島
大
学
医
学
部
６
年
生
の
学

生
実
習
施
設
と
な
り
、
毎
年
10
人
前
後

の
学
生
実
習（
各
自
１
週
間
）を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
09
年
11
月
に
は
、
日

本
在
宅
医
学
会
の
認
定
専
門
医
研
修
施

設
と
な
り
、
後
期
研
修
の
受
け
入
れ
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
教
育
環
境
を
い
っ
そ
う
整
備

し
、
在
宅
主
治
医（
か
か
り
つ
け
医
）、

訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介

護
職
な
ど
、
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
の

教
育
機
関（
研
究
・
研
修
施
設
）と
し

て
進
化
・
機
能
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

次
回（
最
終
回
）は
、「
医
療
と
介
護
の

連
携
に
お
け
る
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
」

と
い
う
新
し
い
医
療
概
念
の
重
要
性
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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地域別 多職種連携の現在地

毎朝行っているスタッフミーティングの様子

(C) 2015 日本医療企画.




